
 

 

中部イノベネット 

産業技術の芽 

長野工業高等専門学校 

 

長期信頼性向上のための局所材料特性の解明 

 

技術分野分類  18010：材料力学および機械材料関連 

技術キーワード  材料評価、強度、破壊、疲労 

産 業 分 類  Ｅ-26：生産用機械器具製造業 

 

内 
 
 
 
 
 

容 

概  要 
はんだ接合部の疲労特性，数 mm 程度と極めて小さな試験片を用いた溶接熱

影響部など微小領域の力学特性評価を実施している． 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

実装状態におけるはんだ接合部の特性は，はんだ自体の特性とは異なる．また，

溶接部では，局所的に材料特性が変化する．したがって，はんだ接合部そのも

のを試験すること，試験片自体を小型化して必要な個所から試験片を採取する

ことで適切な材料特性評価に資することが可能となる． 

本技術の 

有用性 

微小領域の特性を把握することで，機器・構造物などの長期信頼性向上につな

げることができる． 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

上図は，放電加工により作製した微小試験片の形状・寸法を示したもので，平

行部幅 1.2 mm・長さ 5 mm・厚さ 0.25 mmと極めて小型である．これに

より，評価したい部分の特性を明らかにすることが可能となる． 

適用可能製品 
電子・電気機械デバイスから大型溶接構造物まで，局所的脆弱部を明らかにする

ことが可能である． 
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